
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成 29年 10月 23日（月）13：30～16：00 

会場：鶴瀬公民館 いきいき活動室 

参加者：20名 

 

 第 40期・最後の「サロ

ン塾講座」が、10月 23日

（月）13 時 30 分から鶴

瀬公民館、第 3 集会室で

行われました。 

台風の影響が原因したの

か、出席者が 20名と少し

寂しい講座になりまし

た。 

とこらが、始まりますと

活気ある楽しい講座にな

り「手話」を中心にした内

容で、ボランティア活動

をしながら各方面に足を運び活動されてます皆様から「手話」での簡単な動作を

教えていただきました。 

 実際に両手を使い、口を大きく開けての、相手に伝える「手話」の難しさに驚

きました。 

耳の不自由な方も出席され、見た目は何一つ不自由を感じさせない健康な方に

  

 
       



見えましたが、その方から、自分の住所や名前など「手話」で教えていただき、

受講生どうしで、教えていただいた「手話」での実践をしながら、受講生全員が

自分の名前など完璧に覚えてお帰りになりました。 

 そのほか、講師の方から、難聴者に対しての接し方や、対応の仕方、話しかけ

等、多方面においてのお話がありました。 

 外出先で、難聴者が何かと尋ねられる時は、正面から肩などたたきシグナルを

起こし、伝えてくれるそうです。健常者なら、後ろから声をかけられたり、肩を

たたかれて聞かれますが、正面から何かを聞かれましたら、難聴者であり優しく

答えてあげて欲しいとの事でした。 

 少しだけ、お手伝いしただけで、健常者と変わらない生活ができる難聴者であ

り、そんなお手伝いをボランティアとして一生懸命、日々、活躍されてます「手

話サークル」の方を講師に迎えての講座でありました。 

 その他に、八戸綾子先生のピアノ演奏で「手話」を交えた懐かしい童謡などを、

スタッフの方、受講生の皆様と一緒に歌いながらの楽しい講座がアっという間

に終了いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


